
　
毎
年
２
５
０
０
人
以
上
い
た
、大
阪
府
・
私
立
興

國
高
校
へ
の
志
願
者
数
が
２
０
０
０
年
度
高
校
入
試

で
半
減
し
、同
校
に
激
震
が
走
っ
た
。少
子
化
が
そ

の
一
因
で
は
あ
っ
た
が
、理
由
は
ほ
か
に
も
あ
っ
た
。

普
通
科
と
商
業
科
を
擁
し
て
い
た
当
時
の
同
校
は
、

特
色
を
打
ち
出
せ
て
お
ら
ず
、大
学
進
学
実
績
も
低

迷
。生
徒
指
導
に
苦
慮
す
る
場
面
も
多
く
、地
域
か

ら
問
題
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　「
こ
の
ま
ま
で
は
、学
校
の
存
続
に
か
か
わ
る
」と
、

強
い
危
機
感
を
抱
い
た
草く

さ

島じ
ま

葉
子
理
事
長
（
当
時
、

事
務
局
長
）
は
、
先
代
理
事
長
と
と
も
に
、
全
校
に

呼
び
か
け
て
学
校
改
革
に
乗
り
出
し
た
。
ま
ず
、
全

教
師
が
学
校
案
内
を
手
に
中
学
校
を
訪
問
し
、
同
校

に
対
す
る
評
価
を
肌
で
感
じ
、危
機
感
を
共
有
し
た
。

そ
し
て
、「
学
園
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
組
織
」
と

し
て
、「
学
力
不
振
・
習
熟
度
別
学
習
検
討
」「
国
際

化
検
討
」
な
ど
の
テ
ー
マ
ご
と
に
10
の
チ
ー
ム
（
図

１
）
を
立
ち
上
げ
、
全
教
師
が
い
ず
れ
か
の
チ
ー
ム

に
所
属
す
る
よ
う
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
関

す
る
現
状
と
今
後
の
対
応
を
議
論
し
た
。そ
の
結
果
、

実
に
50
に
及
ぶ
取
り
組
み
が
実
行
さ
れ
た
。

　「
各
取
り
組
み
は
、
す
べ
て
教
師
が
企
画
し
ま
し

た
。
そ
の
実
行
に
お
い
て
は
責
任
を
伴
う
半
面
、自

分
が
学
校
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
存
在
で

あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
た
め
、
や
り
が
い
に
つ
な

が
り
ま
す
。自
ら
考
え
、行
動
す
る
創
造
的
な
教
師

集
団
に
生
ま
れ
変
わ
れ
た
こ
と
が
、改
革
を
進
め
る

大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
」（
草
島
理
事
長
）

　
自
走
す
る
教
師
集
団
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
改

革
が
学
校
を
活
性
化
さ
せ
、大
学
進
学
者
数
も
増
加
。

一
時
１
０
０
０
人
を
切
っ
た
全
校
生
徒
数
を
２
３
０
０

人
に
ま
で
回
復
さ
せ
た
。
そ
の
軌
跡
を
見
て
い
く
。

　
改
革
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
01
年
度
に
行
わ
れ

た
商
業
科
の
「
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
科
」
へ
の
改
編
だ
。

変
革
の

志
願
者
の
急
減
を
受
け
て
、

全
校
で
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動

背
景

教
師
の
生
徒
へ
の
思
い
を
形
に
、

現
場
主
導
で
コ
ー
ス
改
編
に
取
り
組
む

変
革
の
一
手 学校概要

◎設立	 1926（大正15）年
◎形態	 全日制／普通科・ＩＴビジネス科／男子校
◎生徒数	 １学年約 750人
◎2020 年度入試合格実績（現浪計）　国公立大
は、京都大、大阪大、神戸大、広島大、札幌医科
大、大阪市立大、大阪府立大などに 91人が合格。
私立大は、同志社大、立命館大、関西医科大、関
西大、近畿大、関西学院大、兵庫医科大などに延
べ約800人が合格。

No.272
指導変革の軌跡

大
阪
府
・
私
立
興こ

う
こ
く國
高
校

組
織
的
な
学
校
改
革

全
教
師
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
改
革
で
、
学
校
存
続
の

危
機
を
乗
り
越
え
、一
人
ひ
と
り
の
希
望
進
路
を
実
現
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簿
記
な
ど
の
資
格
取
得
だ
け
で
は
他
校
と
の
差
別
化

は
図
れ
な
い
と
判
断
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
も
力
を
入

れ
る
学
科
に
し
た
。
資
格
取
得
に
つ
い
て
も
、
取
得

後
を
見
据
え
た
指
導
に
重
点
を
置
い
た
。
例
え
ば
、

３
年
次
の
探
究
学
習
で
は
、
１
年
次
に
学
ん
だ
簿
記

の
知
識
を
応
用
し
て
企
業
分
析
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
て
発
表
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
し
た
。

　
さ
ら
に
、
19
年
度
に
は
、
従
来
の
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
ン

ス
コ
ー
ス
に
加
え
、
大
学
と
も
連
携
し
な
が
ら
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぶ
ゲ
ー
ム
＆
デ
ジ
タ
ル
ワ
ー
ク
ス

コ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
、
社
会
状
況
に
合
わ
せ
て
学
び

を
進
化
さ
せ
た
。

　
同
科
の
卒
業
生
の
進
路
は
、
以
前
は
専
門
学
校
進

学
や
就
職
が
大
半
だ
っ
た
が
、
現
在
は
難
関
国
公
立

大
学
に
進
学
す
る
者
や
公
認
会
計
士
を
目
指
す
者
も

い
る
。
資
格
取
得
後
を
見
据
え
た
指
導
で
生
徒
の
学

習
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
後
述
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
活
用
に
よ
り
、
生
徒
の
可
能
性
を
引
き
出
せ
て

い
る
こ
と
が
進
路
の
変
化
の
要
因
で
あ
る
と
、
Ｉ
Ｔ

ビ
ジ
ネ
ス
科
主
任
の
大
山
直
樹
先
生
は
語
る
。

　「
当
時
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
詳
し
く
な
か
っ
た
私
は
、学
科
改

編
に
戸
惑
い
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、学
校
が
変
わ
る

た
め
に
は
教
師
が
変
わ
る
し
か
な
い
と
考
え
、
学
科

一
丸
と
な
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
や
教
材
研
究
を

進
め
ま
し
た
。資
格
取
得
だ
け
が
目
標
に
な
り
が
ち

な
生
徒
に
、取
得
し
た
資
格
の
生
か
し
方
を
考
え
ら

れ
る
よ
う
な
指
導
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
問

題
視
し
、真
正
面
か
ら
そ
の
解
決
に
尽
力
し
ま
し
た
」

　
学
科
改
編
へ
の
挑
戦
は
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
と
大
学
進
学
の
両
立
を
目
指
す
ア
ス

リ
ー
ト
ア
ド
バ
ン
ス（
Ａ
Ａ
）コ
ー
ス
の
誕
生
に
つ
な

が
っ
た
。部
活
動
が
盛
ん
な
同
校
の
強
み
を
生
か
し

つ
つ
、学
力
・
進
路
を
保
障
し
、生
徒
の
可
能
性
を
広

げ
た
い
と
願
っ
た
現
３
学
年
主
任
の
宇う

渡わ
た
り

智
之
先
生

が
企
画
し
、管
理
職
に
提
案
。08
年
度
に
新
設
さ
れ
た
。

　「
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
に
秀
で
た
生
徒
を
育
て
る
こ
と

は
、
保
護
者
も
私
た
ち
も
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。
強
豪

の
部
活
動
の
顧
問
も
、
思
い
は
一
緒
で
す
。
難
関
大

学
の
一
般
選
抜
に
も
対
応
す
る
文
理
別
・
習
熟
度
別

授
業
の
体
制
を
整
え
、文
字
通
り
、文
武
両
道
の
コ
ー

ス
を
新
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。模
擬
試
験
も
、

受
験
に
向
け
た
調
整
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

全
員
が
受
験
し
ま
す
。
新
コ
ー
ス
設
立
を
実
現
で
き

た
こ
と
は
、
私
の
自
信
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
改
革
が
実
り
、
現
在
、
同
コ
ー
ス
は
難
関
大
学
合

格
者
や
日
本
代
表
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を

多
数
輩
出
し
て
い
る
。
進
学
後
も
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち

込
み
な
が
ら
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
意
識
し
、
大

学
院
進
学
や
資
格
取
得
を
目
標
に
勉
学
に
励
む
「
文

武
両
道
」
の
卒
業
生
の
姿
は
、
生
徒
に
は
理
想
に
、

教
師
に
は
誇
り
と
な
っ
て
い
る
。

チーム名 取り組み内容

アドバンス
（特進）
コース検討

「学力を伸ばし、結果を出す」ことを目標に、そ
れまでになかったカリキュラム編成と、それに
伴う教師の準備について検討。３年間の学習ス
ケジュールを具体的に作成し、生徒に提示する。

学力不振・
習熟度別学習
検討

学力不振者に対する具体策として、学習スタイル
の転換、教材の選び方などについて検討。工夫
された特色ある指導を考える。

ＩＴビジネス科
検討

商業教育の未来形を常に考え、より実践色を濃
くした教育活動を検討。特に、学校内でも先駆
者的な取り組みが望まれる。

本校独自
設定科目
検討

生徒が「分かる授業」「参加できる授業」づく
りを目的に、教科・科目の捉え方を改め、教科
書重視から、本校らしい教科教育を構築する。

生徒・保護者・
家庭指導
かかわり検討

生徒との接し方、保護者との連携について、全
教師で統一したスタイルを検討する。保護者へ
の新聞作成は急務とする。

国際化検討
本校で取り組みが遅れていた国際化に対応する
ための教育を導入する。語学研修やホームステ
イ等の実施も検討。

クラブ活性化
本校の強みである部活動をより活性化させるた
めの仕組みを構築する。重点クラブの強化、施
設の有効利用についても要検討。

クオリティー
コントロール
推進

生徒や保護者が「どう捉えているのか」「何を
望んでいるのか」を調査し、本校が真に求めら
れている姿を的確に把握する。

担任体制
検討

３年間持ち上がりの担任体制を検討。各学年の
指導方針を明確化し、生徒が個性豊かな教師と
より多く触れ合う機会を得られるようにする。

教職員
活性化
取り組み

学校として統一した業務スタイルの構築を検
討。ＰＴＡや同窓会との連携、教職員のメンタ
ルヘルスケアなどに取り組む。

※学校資料を基に編集部で作成。

図１	 10 のチームと取り組み内容（抜粋）
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学
校
推
薦
型
選
抜
）
で
進
学
し
た
卒
業
生
が
大
学
を

中
退
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
た
か
ら
だ
。

　
ま
ず
、
基
礎
学
力
不
足
が
大
学
中
退
の
要
因
で
あ

る
と
考
え
、
一
部
の
コ
ー
ス
の
み
で
実
施
し
て
い
た

模
擬
試
験
を
全
コ
ー
ス
に
導
入
。
学
校
全
体
で
エ
ビ

デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
指
導
を
強
化
し
た
。
着
目
し
た

の
は
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
１
）
の
Ｄ
３
の
数
だ
。
そ
の
数

を
減
ら
そ
う
と
、
全
コ
ー
ス
で
朝
学
習
を
実
施
。
基

礎
学
力
の
定
着
を
目
指
し
、
英
単
語
テ
ス
ト
、
朝
学

習
で
の
課
題
を
そ
の
日
の
う
ち
に
提
出
す
る
「
毎
日

課
題
」、
社
会
に
目
を
向
け
る
こ
と
を
意
図
し
た
Ｎ

Ｉ
Ｅ
（
＊
２
）
な
ど
を
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
指
定
校
推
薦
入
試
希
望
者
に
対
し
て
、

年
10
回
を
超
え
る
補
習
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
。
教

材
を
忘
れ
た
り
、
遅
刻
が
続
い
た
り
し
た
場
合
は
、

推
薦
の
取
り
消
し
も
辞
さ
な
い
こ
と
を
示
す
と
と
も

に
、
推
薦
入
試
の
合
格
者
に
も
セ
ン
タ
ー
試
験
の
受

験
を
奨
励
し
た
。

　
難
関
大
学
の
受
験
指
導
も
、
全
コ
ー
ス
で
模
擬
試

験
を
実
施
し
た
こ
と
で
変
わ
っ
た
。
コ
ー
ス
に
か
か

わ
ら
ず
、
学
力
の
高
い
生
徒
を
把
握
し
、
そ
の
情
報

を
学
年
団
で
共
有
し
て
、
面
談
な
ど
で
生
徒
の
背
中

を
押
し
た
。
そ
し
て
、
生
徒
の
学
力
に
応
じ
た
個
別

指
導
を
徹
底
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
コ
ー
ス
で
大
学

進
学
希
望
者
数
が
増
え
て
い
っ
た
。
進
学
指
導
部
長

の
髙
橋
亮
先
生
は
、
そ
う
し
た
指
導
が
可
能
に
な
っ

た
要
因
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
担
任
は
、
生
徒
と
の
面
談
で
授
業
態
度
や
家
庭

学
習
の
方
法
、
模
擬
試
験
の
結
果
な
ど
を
確
認
し
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
習
状
況
を
丁
寧
に
見
取
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
把
握
し
た
各
ク
ラ
ス
の

状
況
は
、
週
１
回
の
学
年
会
で
共
有
さ
れ
る
と
と

も
に
、
重
要
事
項
は
学
年
主
任
会
議
に
上
げ
、
他
学

　
同
校
の
特
色
の
１
つ
と
な
っ
て
い
る
放
課
後
の
学

び
舎
「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
寺
子
屋
」
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら
生
ま
れ
た
。
大
学
入
試
対
策
や
資
格
取
得
、

英
語
な
ど
の
語
学
、
料
理
や
ピ
ア
ノ
な
ど
の
実
技
の

中
か
ら
、
生
徒
は
１
日
１
講
座
を
受
講
で
き
る
。
生

徒
の
興
味
・
関
心
を
広
げ
、
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を

育
む
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
り
、
こ
こ
で
才
能
を
開
花

さ
せ
、
自
信
を
深
め
る
生
徒
が
現
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
教
師
一
丸
と
な
っ
て
生
徒
指
導
に
力
を
入

れ
て
き
た
こ
と
が
、同
校
の
躍
進
の
一
因
で
あ
る
と
、

２
学
年
主
任
の
ウ
ェ
ル
チ
春
雄
先
生
は
語
る
。

　「
教
師
に
よ
っ
て
指
導
の
基
準
が
異
な
る
と
、
生

徒
は
反
発
し
ま
す
。
教
師
が
時
間
厳
守
や
身
だ
し
な

み
に
つ
い
て
同
じ
基
準
を
持
ち
、
そ
の
大
切
さ
を
粘

り
強
く
説
明
す
る
と
、生
徒
は
理
解
を
示
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。一
方
で
、
生
徒
本
位
を
第
一
に
、
時

代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
指
導
方
針
の
見
直
し
も
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、以
前
は
持
ち
込
み
禁
止
だ
っ
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
は
、リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
重
視
し

た
上
で
、
現
在
は
積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
」

　
17
年
度
に
は
、
全
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
に
向

け
て
、
進
学
指
導
部
の
主
導
に
よ
る
学
力
向
上
策
に

本
格
的
に
着
手
し
た
。
当
時
は
学
習
習
慣
が
身
に
つ

い
て
い
な
い
生
徒
が
多
く
、指
定
校
推
薦
入
試
（
現・

※プロフィールは、2021 年３月時点のものです。
＊１　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」までの 15段階で評価される。　＊２　新聞を活用した教育活動。

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
指
導
で
、

希
望
進
路
実
現
へ
の
挑
戦
を
後
押
し

Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
科
主
任
、
１
学
年
主
任

大
山
直
樹　
お
お
や
ま
・
な
お
き

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
24
年
目
。

商
業
科
。

進
学
指
導
部
長

髙
橋

　亮　
た
か
は
し
・
り
ょ
う

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。

国
語
科
。

理
事
長
・
校
長

草
島
葉
子　
く
さ
じ
ま
・
よ
う
こ

同
校
に
赴
任
し
て
25
年
目
。

英
語
科
主
任

松
田
真
平　
ま
つ
だ
・
し
ん
ぺ
い

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

英
語
科
。

２
学
年
主
任

ウ
ェ
ル
チ
春
雄　
う
ぇ
る
ち
・
は
る
お

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
16
年
目
。

英
語
科
。

３
学
年
主
任

宇
渡
智
之　
う
わ
た
り
・
と
も
ゆ
き

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
19
年
目
。

国
語
科
。
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年
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
生
徒
個
々
の
学
習
状

況
を
、
管
理
職
を
含
め
て
学
校
全
体
で
共
有
し
て
い

る
こ
と
が
、
本
校
の
強
み
で
す
」

　
英
語
の
指
導
も
17
年
度
か
ら
強
化
し
て
い
る
。
定

期
的
な
英
単
語
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
学
習
習
慣
の
定
着

を
図
る
と
と
も
に
、
全
コ
ー
ス
で
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
や
英
検

な
ど
の
外
部
検
定
試
験
を
導
入
し
、
英
語
４
技
能
の

育
成
も
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
英
語
が
苦
手
な
生
徒

で
も
学
習
し
や
す
い
よ
う
に
し
よ
う
と
、
4
線
で
構

成
さ
れ
た
教
科
書
本
文
用
と
単
語
学
習
用
の
２
種
類

の
学
校
独
自
の
英
語
ノ
ー
ト
を
作
成
。
全
生
徒
に
配

布
し
、
徹
底
的
な
基
礎
固
め
を
行
っ
た
。
ノ
ー
ト
の

使
い
方
が
上
手
な
生
徒
は
、
終
業
式
で
全
校
生
徒
の

前
で
表
彰
す
る
ア
ワ
ー
ド
タ
イ
ム
を
つ
く
り
、
英
語

の
学
習
意
欲
を
高
め
る
よ
う
努
め
た
。
英
語
科
主
任

の
松
田
真
平
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
英
単
語
テ
ス
ト
や
外
部
検
定
試
験
、
英
語
ノ
ー

ト
は
、
生
徒
が
学
習
成
果
を
実
感
し
、
学
習
意
欲
を

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
成
果
が
出
た

こ
と
で
自
信
を
持
ち
、
他
教
科
・
科
目
の
学
習
に
も

前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
も
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
海
外
進
学
も
視
野
に
入
れ
た

指
導
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
一
連
の
改
革
に
よ
り
、
京
都
大
学
を
始
め
と
し
た

国
公
立
大
学
合
格
者
数
が
急
増
。
卒
業
生
の
大
学
中

退
率
も
激
減
し
た
。
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
卒
業
生
が

進
学
先
の
大
学
で
学
部
長
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
大

学
で
の
活
動
を
誇
ら
し
げ
に
報
告
す
る
た
め
に
母
校

を
訪
れ
る
卒
業
生
も
増
え
た
。

　「
学
力
的
に
厳
し
い
と
思
っ
て
い
た
先
輩
が
難
関

大
学
に
合
格
し
、
進
学
後
も
輝
い
て
い
る
姿
に
、
在

校
生
も
教
師
も
自
信
を
深
め
て
い
ま
す
。
難
関
大
学

合
格
は
遠
い
夢
だ
と
尻
込
み
し
て
い
た
の
は
、
我
々

教
師
だ
っ
た
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
」（
髙
橋
先
生
）

　
今
後
の
課
題
は
、「『
自
己
目
標
』設
定
シ
ー
ト
」（
図

２
）
や
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
生

徒
の
自
立
・
自
律
を
促
す
指
導
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
だ
。

　「
本
校
は
面
倒
見
が
よ
い
と
い
う
評
価
を
学
外
か

ら
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、第
１
志
望
に
こ
だ
わ
り
、

自
ら
情
報
を
集
め
、
自
身
の
夢
を
語
る
生
徒
が
現
れ

る
な
ど
、
自
立
し
た
姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
生
徒
が
夢
や
目
標
を
見
つ
け
て

自
ら
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
草
島
理
事
長
）

図２	「自己目標」設定シート（１年生の記入例）

2001年度の改革当初から、全学年・全コースで導入している「『自
己目標』設定シート」。現在は、学期の初めに、目標とその達成
に向けた取り組みを書き、学期末に、目標の達成状況の確認と
改善の方向性の検討、目標の振り返りを行い、長期休業中の目
標について記入する書式にしている。20 年度の１年生３学期の
シートでは、2学期と冬季休業中の行動を振り返り、３学期の目
標とその達成に向けた方法を記入させ、３学期末には、１年間
の振り返りとして出席状況や成績などを振り返った上で自己評価
を行い、２年生に向けた目標を立てさせた。そして、それを担任
が確認し、進級に向けたアドバイスを送った。

※学校資料をそのまま掲載。

指導変革の 大阪府・私立興國高校軌跡

変
革
の

　
　
　・

成
果

展
望

自
立
・
自
律
を
促
す
指
導
を
強
化
し
、

自
ら
成
長
で
き
る
生
徒
を
育
む

１年生３学期　始業式・終業式
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